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別紙２－９

（単位：千円）

２６年度（決算） ２７年度（決算） ２８年度(予算)

4,200,765 4,291,100 5,487,526

事業費 4,200,765 4,291,100 5,487,526

（うち一般財源） 443,106 461,460 560,943

（うち繰越額） 1,342,519 1,381,466 1,288,946

２８年度 評価

延長(km) 箇所数 延長(km)
49.8           137            41.6           
19.9           39             9.1            
29.9           98             32.5           
48.3           142            32.0           
22.5           67             15.8           
25.8           75             16.2           
98.1           279            73.6           

事務事業評価調書
（事業実施年度：平成２７年度）

（評価実施年度：平成２８年度）

事業名 道路改良事業 事業期間 平成 年度～平成

道路保全課長　和田　敏哉

［１．現状・課題、目的］

現状・課題

　市町相互や合併新市中心と旧町村中心を結ぶ幹線道路等については、一定程度
整備が進んでいる。一方、まちなかでは渋滞対策や安全上の課題が残され、中山
間地域では、災害に脆弱な箇所や規格を満たしていない路線が多く存在している
ことから、路線の役割を区分し効率的な整備が求められている。

事業の目的
　幹線道路網を構成する国道・県道において、多様化する県民要望に応え、地域の実情に応じ
た様々な施策を支援するために、「おおいたの道構想２１（大分県中長期道路整備計画）」を
基本計画として、体系的な道路整備を進める。

年度
政策区分 「まち・ひと・しごと」を支える交通ネットワークの充実

施策区分 まちの魅力を高める交通ネットワークの構築

総合評価 事業実施課（室）名 道路保全課 評価者

［２．事業内容］

活動名及び活動内容 事業実施年度における効率化の取組状況 コスト

①（単）道路改良事業
　一般県道地蔵峠小田原線ほか　　全155箇所

②（単）橋梁整備事業
　一般県道中津留轟牧口停車場線椴ノ木橋ほか　全6橋

道路事業マネジメントによる優先順
位の見直しを実施

総コスト

人件費

職員数（人）

［３．事業の成果］

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度
最終達成
(　　年度)

事業の成果

目標値
　一般県道佐賀関循環線（小黒２工区）や一般県道円座中津線（麻生工区）等の供用
開始により、安全性・快適性の向上や、迅速な消防・医療活動が可能になるなど、県
内の道路整備は着実に進んでいる。

実績値

達成率

一般県道外 　現在126箇所で未改良区間及び交通危険箇所を積極的に改良し、市町村間及び生活圏の道路網としての整備を図っている。

［路線別事業の実施状況］

主要地方道 　現在35箇所で一次改築を基本に整備を図っている。

トンネル
改良済延長(km) 改良率(%) 舗装済延長(km) 舗装率(%) 箇所数

平成27年4月1日現在道路状況

道路種別 実延長(km)
改良 舗装 橋梁

958         
指定区間           359.6              359.6 100.0         359.6      100.0             356         

一般国道         1,068.6            1,040.6 97.4          1,068.0    99.9              

602         
県道         2,529.4            2,053.1 81.2          2,498.9    98.8              1,697       

指定区間外           709.0              681.0 96.1          708.4      99.9              

743         
一般県道         1,527.8            1,202.1 78.7          1,508.4    98.7              954         
主要地方道         1,001.6              851.0 85.0          990.5      98.9              

2,655       合　　　計         3,598.0            3,093.7 86.0          3,566.9    99.1              
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別紙２－９

（単位：千円）

２６年度（決算） ２７年度（決算） ２８年度(予算)

4,538,105 5,004,649 7,994,657

事業費 4,538,015 5,004,649 7,994,657

（うち一般財源） 161,364 167,180 249,753

（うち繰越額） 2,213,740 1,935,042 3,236,539

２８年度 評価

6.5

事務事業評価調書
（事業実施年度：平成２７年度）

（評価実施年度：平成２８年度）

事業名 街路事業 事業期間 平成 年度～平成

都市・まちづくり推進課長　渡辺　輝光

［１．現状・課題、目的］

現状・課題 　都市部では交通渋滞や通学路の交通安全対策等が課題となっている。 事業の目的 　市街地の都市計画道路の整備により、良好な都市環境の形成と都市機能の増進を図る。

年度
政策区分 「まち・ひと・しごと」を支える交通ネットワークの充実

施策区分 まちの魅力を高める交通ネットワークの構築

総合評価 事業実施課（室）名 都市計画課 評価者

［２．事業内容］

活動名及び活動内容 事業実施年度における効率化の取組状況 コスト

①（公）都市計画街路事業
　都市計画道路庄の原佐野線橋梁上部工・道路改築を実施
②（公）地域活力基盤街路改良事業
　都市計画道路富士見通り南立石線外4線の道路改築・用地補償等を実施
③（単）街路改良事業
　都市計画道路外馬場錆矢堂線外5線の調査・設計等を実施

・大型補償物件の移転等による工事
現場の錯綜を防ぐため、県・移転業
者・地権者で工程調整を行った。

総コスト

人件費

職員数（人）

［３．事業の成果］

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２６年度 ２７年度
最終達成
(　　年度)

事業の成果

大分県都市計画道路の整備率
　　　　　　　　　　　（㎞）

目標値

100.0% 98.0%

4.7 4.9

a 　事業進捗により、都市交通の円滑化が進むとともに、生活環境沿道利用及び都市防
災機能等の向上が図られた。

実績値 4.7 4.8

達成率
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